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「木と合板」

ギャラリーに展示された皆さんの作品

松林　亜由美　撮影場所：キーテック木更津工場貯木場

中西　とよ子
撮影場所：自宅

三浦　光晴
撮影場所：小渕沢

一般の部

表彰状を受け取る
最優秀賞の松林亜由美さん

「木と合板　写真コンテスト」（2008年
10月15日募集締切）に、150点以上の
予想を上回る多数のご応募をいただきま

した。展示ギャラリーを訪れた皆さんからの投票と
審査の結果、受賞作品が決定いたしました。12月
13日（土）午後2時から、新木場タワー1階ギャラ
リー前にて表彰式が行われました。ご応募いただい
た皆さんにあらためて御礼申し上げます。ありがと
うございました。

入賞作品

の

ご紹介

最優秀賞

優秀賞 優秀賞

1階ギャラリー前で行われた授賞式

写真コンテスト

特集1――
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河童　川太郎
撮影場所：愛知県高浜市

種田　智典
撮影場所：自宅

廣田　哲也
撮影場所：自社の庭

高田　浩史
撮影場所：上野動物園側の売店

高田　玲奈
撮影場所：上野小学校

高田　美奈
撮影場所：台東区社会教育センター内プール

東　誠侍
撮影場所：お台場　しおかぜ公園

滝澤　　栄智 撮影場所：長野県木曽郡上松町　赤沢美林

橋本　　隆治 撮影場所：千葉県大房岬自然公園

小曽根　將隆 撮影場所：千葉県君津市

長堂　　嘉秀 撮影場所：岩手県陸前高田市

早川　　英夫 撮影場所：さいたま市桜区プラザウエスト

瀬川　　幸広 撮影場所：ジャパン建材新入社員研修にて

竹嶋　　秀夫 撮影場所：佐原

稲垣　　　茂 撮影場所：航空公園

川口　　士郎 撮影場所：ポルトガル

石川　　哲也 撮影場所：自宅庭にて

子供の部優秀賞の
高田美奈さん

子供の部優秀賞の
東誠侍くん

子供の部 一般の部

合板賞
合板賞

合板賞

優秀賞 優秀賞

優秀賞 優秀賞

佳作

授賞式を終え4階博物館で
受賞者の皆さんと懇談会



次
に
世
界
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、

産
業
革
命
以
前
か
ら
現
在
ま
で
で
1
0
0

倍
に
膨
張
し
て
い
ま
す
。
石
炭
・
石
油
・

天
然
ガ
ス
・
原
子
力
・
水
力
に
加
え
て
、

こ
の
中
に
は
木
材
の
薪
炭
消
費
も
含
ま
れ

ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
大
気
中
の
C
O
2

濃
度
の
推
移
は
、
私
の
小
学
生
じ
ぶ
ん
は

2
9
0
ｐ
ｐ
ｍ
、
そ
れ
か
ら
3
5
0
ｐ
ｐ

ｍ
※1
に
急
増
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の

指
標
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
わ
か
り

や
す
い
例
で
は
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
の
北
限

分
布
も
年
々
北
上
し
て
い
ま
す
。

（
図：

大
気
中
の
C
O
2
濃
度
の
推
移
）

原
油
価
格
の
ト
レ
ン
ド
は
、
70
年
代
か

ら
80
年
代
に
か
け
て
2
回
の
石
油
危
機
で

暴
騰
し
ま
し
た
。
そ
の
後
80
年
代
後
半
か

ら
2
0
0
0
年
に
か
け
て
湾
岸
戦
争
の
一

時
期
を
除
き
、
横
ば
い
の
相
対
的
安
定
状

態
が
続
き
、
近
年
は
再
び
金
融
バ
ブ
ル
の

影
響
で
急
上
昇
し
ま
し
た
。

（
グ
ラ
フ：

原
油
価
格
の
推
移
）

石
油
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
現

状
は
、
原
油
価
格
の
ト
レ
ン
ド
に
翻
弄
さ

れ
て
い
る
側
面
が
極
め
て
大
き
い
の
で
す
。

研
究
開
発
は
持
続
的
に
な
さ
れ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
こ
の
20
年
は
石
油
価
格
が
安
定

木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
を

め
ぐ
る
背
景
　

Ｑ：

化
石
燃
料
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

の
開
発
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
？

そ
の
前
に
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
類
史
レ
ベ
ル
の
ス
パ
ン
で
人
口
増
加

の
推
移
を
み
て
み
る
と
、
産
業
革
命
以
前

の
世
界
人
口
は
お
よ
そ
10
億
人
以
下
で
す
。

こ
れ
に
は
人
類
が
農
耕
と
牧
畜
を
始
め
た

と
さ
れ
る
紀
元
前
1
万
年
前
か
ら
18
世
紀

初
頭
ま
で
で
、
こ
れ
だ
け
の
時
間
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
20
億
人
に
届
く

の
に
約
1
5
0
年
、
そ
れ
が
倍
の
40
億
人

に
な
る
の
に
50
年
、
そ
し
て
今
は
毎
年
1

億
人
規
模
で
人
口
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
人
口
増
の
大
半
を
開
発
途
上
国
が
占

め
て
い
ま
す
。

（
図：

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
）

木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
の

成
果
と
課
題

〜
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
へ

問
わ
れ
る
社
会
コ
ン
セ
ン
サ
ス
〜

地球温暖化問題と並んで、化石燃料に代わる

新たなエネルギー資源の開発に、世界から注目

が寄せられています。日本大学生物化学資源科

学部の湘南キャンパスに、森林資源科学科のバ

イオマス科学研究室の志水一允教授をお尋ねし、

木質系バイオマス研究の成果と原状、課題につ

いてお話を伺いました。

特集2 木質系バイオマスについて考える
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世界のエネルギー事情

特集2――

木質系バイオマスについて考える

大気中のCO2濃度の推移

原油価格の推移

※1 ppm
ppmは「parts per million」の頭文字をとった
表記で百万分率とも言われ、100万分のいくら
であるかという割合を示す単位。1ppm＝
0.0001％、10,000ppm＝1％。主に大気汚染
物質や食品添加物濃度などを示すために用い
られる。気体中の気体については体積比を、
液体･固体中の液体･固体では重量比を用いる。



的
だ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
へ
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
衰
微
し

た
こ
と
も
一
方
の
事
実
で
す
。
日
本
は
特

に
そ
う
言
え
ま
す
。
風
力
と
太
陽
光
に
よ

る
発
電
量
の
伸
び
を
日
独
で
比
較
す
る
と
、

日
本
は
ド
イ
ツ
に
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ

て
い
る
現
状
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
開
発
の

到
達
点

Q：

木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
開
発
に
は
ど
ん
な

方
法
が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の
現
状
は

ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
は
、
①

直
接
燃
焼
、
②
熱
化
学
的
変
換
、
③
生
化

学
的
変
換
、
④
化
学
的
変
換
の
四
つ
に
大

別
で
き
ま
す
。

（
フ
ロ
ー
図：

バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
）

①
直
接
燃
焼
の
分
野
で
は
、
プ
ラ
ン
ト

技
術
の
点
で
は
ほ
ぼ
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
て
、

自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
実
用
化
が
端
緒
に
つ

い
て
い
ま
す
。
岩
国
の
「
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
」

は
建
設
材
や
樹
木
の
廃
材
利
用
に
よ
る
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
で
す
。
能
代
市
木
材
発

電
所
は
米
代
川
流
域
で
排
出
さ
れ
る
端
材

や
樹
皮
を
集
め
て
発
電
し
、
そ
れ
に
伴
い

発
生
す
る
熱
を
近
隣
の
木
材
工
場
で
の
木

材
乾
燥
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
有
効
利
用
に
は
そ
の
効
率
性
を
問
う

べ
き
で
、
熱
利
用
も
併
用
す
れ
ば
資
源
の

利
用
率
は
70
％
に
伸
び
ま
す
。
そ
の
点
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
木
材
ガ
ス
化
発
電
所
は
、

発
生
し
た
温
水
を
地
域
の
暖
房
に
活
用
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
※2
を
具
え
る
こ
と
で
資
源
の

利
用
率
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
写
真：

岩
国
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
木
材
ガ
ス
化
発
電
所
）

②
熱
化
学
変
換
の
分
野
は
、
一
つ
は
ガ

ス
化
に
よ
る
メ
タ
ノ
ー
ル
生
産
で
、
開
発

は
実
用
化
で
き
る
水
準
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
メ
タ
ノ
ー
ル
は
毒
性
が
強
い
難
点

が
あ
っ
て
、
エ
ン
ジ
ン
燃
料
に
利
用
す
る

た
め
に
は
ス
タ
ン
ド
の
密
閉
化
技
術
、
エ

ン
ジ
ン
素
材
の
改
良
が
必
要
と
い
う
ハ
ー

ド
ル
を
抱
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
が
熱
分
解
、
液
化
を
通
じ
た

液
体
燃
料
化
で
す
が
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に

は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
ま
す
。
液

体
化
自
体
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
の
で
、

投
下
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
償
却
で
き
る
活

用
法
が
今
後
の
課
題
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

③
生
化
学
的
変
換
の
分
野
で
は
、
一
つ

は
嫌
気
性
発
酵
に
よ
る
メ
タ
ン
生
成
。
こ

れ
は
家
畜
の
糞
尿
、
生
ご
み
等
を
資
源
と

し
、
す
で
に
プ
ラ
ン
ト
と
し
て
実
用
化
可

能
な
水
準
に
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
が
、

好
気
性
の
糖
化
・
発
酵
に
よ
る
エ
タ
ノ
ー

ル
生
産
で
す
。
お
酒
の
ア
ル
コ
ー
ル
と
同

じ
。乗
用
車
の
燃
料
に
活
用
可
能
で
す
。

④
化
学
的
変
換
は
、
油
脂
を
エ
ス
テ
ル

化
の
工
程
を
経
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
へ

変
換
す
る
も
の
で
す
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
の

原
料
に
は
ナ
タ
ネ
、
ダ
イ
ズ
、
ヒ
マ
ワ
リ

油
な
ど
の
植
物
油
、
魚
油
や
豚
脂
、
牛
脂

な
ど
の
獣
脂
が
あ
り
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

パ
ー
ム
油
脂
は
石
鹸
な
ど
の
原
料
に
も
な

っ
て
い
ま
す
ね
。
動
物
性
で
は
鯨
油
も
そ

う
で
す
。

廃
天
ぷ
ら
油
を
自
動
車
燃
料
に
し
て
い

る
例
は
い
く
つ
か
メ
デ
ィ
ア
で
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。
京
都
市
で
は
「
廃
食
用

油
燃
料
化
事
業
」
と
し
て
自
治
体
を
あ
げ

た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
ナ
タ
ネ
や
ダ
イ
ズ
に
よ
る
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
年
間
生
産
量
は
80
万
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
、
イ
タ
リ
ア
で
24
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
。

こ
れ
と
比
べ
て
日
本
は
わ
ず
か
に
0
・
2

万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

技
術
は
実
用
化
可
能
な
段
階
に
達
し
て

い
る
分
野
が
あ
る
一
方
で
、
ま
だ
充
分
な

社
会
的
利
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。

日
本
の
資
源
の
可
能
性

Q：

日
本
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
事
情
は
ど
う

な
の
で
す
か
？

ま
ず
世
界
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
事
情
を

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

ブ
ラ
ジ
ル
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
豊
富
で
す

よ
ね
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
搾
出
し
た
糖
か

ら
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
に
は
オ
ハ
イ
オ
、
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
、
イ
リ
ノ
イ
、
ア
イ
オ
ワ
、
ネ
ブ
ラ
ス

カ
に
ま
た
が
る
広
大
な
コ
ー
ン
ベ
ル
ト
地

帯
が
あ
り
ま
す
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
澱
粉

を
ア
ル
コ
ー
ル
に
変
換
し
て
い
ま
す
。
原

油
の
急
騰
を
背
景
に
、
こ
れ
ら
の
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
が
大
規
模
に
進
め

ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
世
界
的
な
食
料
不

足
に
か
か
わ
ら
ず
食
料
の
高
騰
も
招
い
て

い
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
の
は
ご
存
じ
の

と
お
り
で
す
。

世
界
の
森
林
蓄
積
量
は
3
、8
6
0
億
m3
、

日
本
の
そ
れ
は
40
億
m3
で
世
界
の
1
％
強

で
す
。世
界
の
木
材
消
費
は

年
間
33
・
54
億
m3
、つ
ま
り

1
年
に
日
本
の
森
林
資
源

と
等
し
い
量
が
世
界
で
消

費
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、先
進
国
で
は
85
％
が
産

業
用
材
に
、
逆
に
途
上
国
で

は
じ
つ
に
78
％
が
薪
炭
材
に

消
え
て
い
る
。
森
林
資
源
の

有
効
な
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
は

世
界
レ
ベ
ル
で
求
め
ら
れ
て

い
る
技
術
な
の
で
す
。

日
本
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
も

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
豊
富
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
国
土

の
70
％
が
森
林
。
日
本
の

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
は
森
林
で

す
。
日
本
の
人
工
林
、
天
然

林
を
合
わ
せ
た
森
林
蓄
積

量
は
、
1
9
6
6
年
は
19
億

m3
で
し
た
。
2
0
0
1
年
は

40
億
m3
で
す
。
増
え
続
け
て
い
る
の
は
人
工

林
で
、
90
年
代
に
比
率
が
逆
転
し
て
い
ま
す
。

い
ま
だ
眠
れ
る
資
源
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

日
本
は
資
源
に
乏
し
い
国
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
森
林
資
源
に
限
っ
て
言
え
ば
資
源
大

国
と
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

（
グ
ラ
フ：

日
本
の
森
林
蓄
積
量
）

し
か
し
、
日
本
の
人
工
林
は
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
が
主
で

す
。
後
で
述
べ
ま
す
が
、
針
葉
樹
材
か
ら

ア
ル
コ
ー
ル
を
造
る
の
は
難
し
い
面
を
持

っ
て
い
ま
す
。
森
林
資
源
は
、
有
限
で
あ

り
な
が
ら
再
生
可
能
な
資
源
で
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
に
変
換
し
や
す
い
の
は
ポ
プ
ラ
、

ヤ
ナ
ギ
、
カ
バ
、
ア
カ
シ
ア
な
ど
の
広
葉

樹
で
あ
り
、
か
つ
、
日
本
の
気
候
に
適
し

た
高
成
長
樹
種
で
す
。
日
本
の
人
工
林
に

こ
れ
ら
の
樹
種
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
残
念
で
す
が
、
ま
だ
部
分

的
に
試
験
植
林
さ
れ
て
い
る
段
階
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

（
表：

世
界
各
国
に
お
け
る
高
成
長
樹
種
）
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ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
減
や
大
腸

ガ
ン
予
防
に
も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
サ

ン
ト
リ
ー
の
商
品
名
「
ビ
ッ
ク
ル
」
と
い

う
飲
料
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
フ
ロ
ー
図：

蒸
煮
・
爆
砕
処
理
と
木
材
成

分
利
用
、
表：

キ
シ
ロ
オ
リ
ゴ
糖
の
特
性
）

蒸
煮
処
理
材
を
水
で
抽
出
し
た
残
渣
を

ア
ル
カ
リ
で
抽
出
す
る
と
リ
グ
ニ
ン
が
得

ら
れ
ま
す
。
こ
の
リ
グ
ニ
ン
は
炭
素
繊
維

や
接
着
剤
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

パ
ル
プ
は
リ
グ
ニ
ン
を
除
去
し
て
作
り

ま
す
が
、
そ
の
リ
グ
ニ
ン
は
パ
ル
プ
製
造

時
の
燃
料
と
し
て
有
効
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
リ
グ
ニ
ン
は
、
石
炭
の
前
躯
体
で
炭

化
す
れ
ば
炭
に
な
る
物
質
で
す
。
逆
に
、

こ
の
物
質
が
長
年
月
を
か
け
て
地
中
で
生

成
変
化
し
た
も
の
が
石
炭
で
す
。

リ
グ
ニ
ン
活
用
の
研
究
開
発
は
、
難
題

も
多
い
が
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
分
野

で
す
。
今
後
の
開
発
が
期
待
さ
れ
る
分
野

で
、
多
く
の
研
究
者
が
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
三
重
大
学
の
船
岡
先
生
た
ち
の
成
果

は
注
目
に
値
す
る
と
思
い
ま
す
。

（
写
真：

リ
グ
ニ
ン
炭
素
繊
維
）

社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の

獲
得
こ
そ
が
た
い
せ
つ

Q：

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
？

バ
イ
オ
マ
ス
に
と
ど
ま
ら
ず
資
源
利
用

の
技
術
開
発
は
、
相
応
の
費
用
と
時
間
を

要
し
ま
す
。
そ
の
研
究
内
容
が
社
会
ニ
ー

ズ
に
マ
ッ
チ
す
る
と
判
断
さ
れ
た
と
き
、

実
用
化
の
端
緒
が
ひ
ら
け
る
チ
ャ
ン
ス
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
で
な
い

と
き
は
、
残
念
で
す
が
研
究
は
日
の
目
を

見
る
こ
と
が
出
来
ず
、
悪
く
す
れ
ば
朽
ち

て
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
も
往
々
に
し
て
あ

る
こ
と
で
す
。

一
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
1
9
6
3
年

に
北
海
道
開
発
庁
の
肝
い
り
で
旭
川
市
に

「
北
海
道
木
材
化
学
株
式
会
社
」
と
い
う
プ

ラ
ン
ト
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
の
前
年
の
こ
と
で
す
。
当
時
、
砂

糖
が
不
足
し
代
替
甘
味
料
の
必
要
が
叫
ば

れ
て
い
た
の
で
す
。
当
時
「
木
材
加
水
分
解

工
業
」
は
世
界
中
の
課
題
で
し
た
。
こ
の
プ

ラ
ン
ト
は
72
％
硫
酸
を
使
用
し
て
木
材
中
の

セ
ル
ロ
ー
ス
を
糖
化
し
て
、
商
品
名
「
エ
ル
ム

困
難
が
あ
っ
て
も
夢
の
可
能
性
を

秘
め
た
バ
イ
オ
マ
ス
の
未
来

Q：
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
の
原
理
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

木
材
の
成
分
組
成
は
四
つ
の
要
素
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
抽
出
成
分
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
5
％
、
木
の
色
や
香
り

の
素
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
広
葉
樹

で
は
20
％
が
リ
グ
ニ
ン
、
30
％
が
ヘ
ミ
セ

ル
ロ
ー
ス
、
45
％
が
セ
ル
ロ
ー
ス
で
す
。

セ
ル
ロ
ー
ス
は
建
築
構
造
物
の
「
鉄
筋
」

に
あ
た
り
、
グ
ル
コ
ー
ス
か
ら
な
る
多
糖

類
で
す
。
リ
グ
ニ
ン
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

に
相
当
し
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
系
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
素
材
で
す
。
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
は
キ

シ
ロ
ー
ス
等
か
ら
な
る
多
糖
類
で
、「
鉄
筋
」

と
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
の
な
じ
み
を
よ
く

す
る
接
着
剤
の
役
割
を
受
け
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
組
織
構
造
が
樹
木
が
自
重
に
耐

え
数
10
ｍ
の
高
さ
に
ま
で
成
長
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

（
グ
ラ
フ：

木
材
の
成
分
組
成
）

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
ア
ル
コ
ー
ル
に
変

換
利
用
す
る
た
め
に
は
、
前
処
理
と
し
て

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
に
あ
た
る
リ
グ
ニ
ン
を

壊
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
前
処
理
に

は
物
理
的
処
理
、
化
学
的
処
理
、
微
生
物

的
処
理
の
3
通
り
あ
り
ま
す
。
物
理
的
処

理
に
は
、
振
動
ミ
ル
や
凍
結
粉
砕
な
ど
の

微
粉
砕
、
蒸
煮
・
爆
砕
や
加
圧
熱
水
処
理

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

必
要
と
し
ま
す
。
化
学
的
処
理
に
は
ア
ル

カ
リ
や
酸
、
エ
タ
ノ
ー
ル
や
酢
酸
な
ど
溶

媒
に
よ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
残
る
の
は

微
生
物
処
理
で
マ
イ
タ
ケ
や
シ
イ
タ
ケ
な

ど
キ
ノ
コ
類
の
白
色
腐
朽
菌
を
活
用
す
る

方
法
で
す
が
、
こ
れ
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
か
つ
て
私
た
ち
が
開
発
し
た

蒸
煮
爆
砕
器
で
す
。
30
気
圧
の
水
蒸
気
を

加
え
て
爆
砕
が
可
能
で
す
。
シ
ラ
カ
ン
バ

材
を
蒸
煮
爆
砕
し
た
も
の
が
、
セ
ル
ラ
ー

ゼ
系
酵
素
で
糖
化
で
き
る
の
で
反
芻
動
物

用
（
ウ
シ
、
ヤ
ギ
な
ど
）
飼
料
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
ヤ
ギ
が
紙

を
食
べ
る
の
は
、
反
芻
消
化
器
官
に
こ
れ

ら
の
消
化
酵
素
を
持
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、

自
ら
の
体
で
糖
化
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
つ
く
ば
の

森
林
総
合
研
究
所
の
隣
が
畜
産
試
験
場
で

し
た
の
で
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
時

間
の
か
か
る
実
験
で
し
た
が
、
飼
料
と
し

て
充
分
役
立
つ
こ
と
が
立
証
で
き
ま
し
た
。

ヤ
ギ
で
始
め
た
試
験
が
ウ
シ
に
な
り
、
子

牛
は
成
牛
に
成
長
し
ま
し
た
が
、
小
さ
な

試
験
機
で
飼
料
を
作
り
続
け
る
の
は
、
じ

つ
は
大
変
で
し
た
（
笑
）。
10
年
を
費
や
し

て
牛
用
飼
料
と
し
て
実
用
化
可
能
な
段
階

ま
で
い
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
貿
易
摩

擦
解
消
に
よ
る
輸
入
牛
肉
の
時
代
と
な
っ

て
、
高
級
和
牛
な
ど
を
除
く
国
産
肉
牛
の

市
場
は
冷
え
込
み
、
生
産
地
も
減
少
化
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
図：

蒸
煮
爆
砕
器
、
写
真：

蒸
煮
シ
ラ
カ

ン
バ
材
を
食
べ
る
牛
）

シ
ラ
カ
ン
バ
材
な
ど
の
チ
ッ
プ
を
蒸

煮
・
爆
砕
処
理
し
て
得
ら
れ
る
繊
維
を
水

で
抽
出
す
る
と
キ
シ
ロ
オ
リ
ゴ
糖
が
得
ら

れ
ま
す
。
こ
の
オ
リ
ゴ
糖
は
ビ
フ
ィ
ズ
ス

菌
を
活
性
化
さ
せ
、
脂
質
代
謝
を
促
進
し
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細
田
木
材
工
業
さ
ん
は
新
木
場
2
丁
目
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
界
隈
で
は
眼
を
引
く
、
鮮

や
か
な
黄
色
の
社
屋
。
正
面
の
壁
に
は

「W
oody

―A
rt
H
O
SO
D
A

」の
文
字
が
躍
っ

て
い
ま
す
。
玄
関
か
ら
事
務
所
に
入
る
と
、

間
を
お
か
ず
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
か
ら
た
く
さ

ん
の「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」の
声
。
用
向
き
を

告
げ
、
通
し
て
い
た
だ
い
た
部
屋
に
細
田
社

長
は
程
な
く
し
て
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

―
新
木
場
に
移
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は

「
新
木
場
に
移
っ
て
来
た
の
は
昭
和
51
年
、

第
一
次
集
団
移
転
組
で
す
。
そ
の
頃
は
（
こ

こ
は
）
何
も
な
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
の
辺
り

は
道
路
だ
け
は
舗
装
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ン
ビ
ニ
は
お
ろ
か
食
堂
も
な
い
。
交
通
も

不
便
で
ね
。
し
ば
ら
く
は
東
陽
町
か
ら
会
社

の
バ
ス
で
通
勤
し
て
い
た
ん
で
す
。
今
は
有

楽
町
線
等
も
出
来
て
便
利
に
な
り
ま
し
た
。」

「
新
木
場
駅
の
乗
降
客
は
今
約
20
万
人
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
で
も
新
木
場
で
働
く

人
は
1
万
人
に
も
満
た
な
い
。
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
す
る
人
の
半
分
く
ら
い
に
、
こ
こ
で
働
く

人
た
ち
を
も
っ
と
増
や
す
よ
う
な
努
力
を
、

私
た
ち
は
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
」

―
創
業
は
昭
和
6
年
で
す
ね

「
木
場
で
、
北
洋
材
、
主
に
ア
カ
マ
ツ
の

製
材
、
製
品
販
売
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
昭
和
20
年
3
月
10
日
の
東
京
大
空

襲
で
一
帯
は
一
面
焼
け
野
原
と
な
っ
て
し
ま

い
、
工
場
も
全
焼
し
ま
し
た
。

ま
だ
頑
是
無
い
3
歳
だ
っ
た
私
は
、
Ｂ
29

が
落
と
す
焼
夷
弾
の
雨
の
中
を
母
に
連
れ
ら

れ
て
逃
げ
た
。
空
襲
時
は
東
陽
小
学
校
に
避

難
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
避

難
路
と
な
っ
て
い
た
橋
を
渡
ろ
う
と
し
た
が

渡
り
き
れ
ず
、
や
む
な
く
下
水
管
の
陰
に
隠

れ
て
い
た
の
が
幸
い
し
、
か
ろ
う
じ
て
命
拾

い
を
し
ま
し
た
。
逆
に
、
橋
を
渡
っ
た
人
た

ち
は
皆
亡
く
な
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。
葛
飾
区

の
四
ツ
木
に
あ
っ
た
母
の
実
家
で
は
、
て
っ

き
り
死
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
一

日
半
か
け
て
ひ
ょ
っ
こ
り
姿
を
現
し
た
も
ん

で
皆
驚
い
た
な
ん
て
話
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
日
、
父
は
工
場
を
守
る
た
め
一
人
残

り
ま
し
た
が
、
結
局
す
べ
て
焼
け
て
し
ま
い
、

何
も
か
も
失
く
し
て
し
ま
っ
た
」

―
そ
し
て
戦
後
す
ぐ
に
再
建
さ
れ
て
い
ま
す

「
え
え
、
再
建
当
時
の
苦
労
話
を
聞
い
て
い

ま
す
。
終
戦
直
後
の
状
況
で
は
製
材
機
の
動

力
に
す
る
モ
ー
タ
ー
が
ど
う
し
て
も
入
手
で
き

な
い
。
そ
れ
で
川
底
に
沈
ん
で
い
た
船
か
ら
、

モ
ー
タ
ー
を
引
き
上
げ
て
、
そ
れ
を
改
良
し
て

製
材
機
に
使
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
昭
和
23

年
に
、
人
工
乾
燥
工
場
を
立
ち
上
げ
た
。」

シ
ュ
ガ
ー
」
木
糖
と
し
て
売
り
出
し
ま
し
た

が
、
わ
ず
か
1
年
半
で
操
業
停
止
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
技
術
面
で
は
濃
硫
酸
を
使

用
す
る
の
に
十
分
な
プ
ラ
ン
ト
で
は
な
か
っ

た
点
が
あ
り
ま
し
た
。
実
験
室
レ
ベ
ル
の
技

術
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
ケ
ー
ル
な
し
に
プ
ラ
ン

ト
化
し
た
こ
と
に
無
理
が
あ
っ
た
。
需
要
面

で
は
、
間
も
な
く
高
度
成
長
と
貿
易
自
由
化

の
時
代
が
到
来
し
、
砂
糖
原
料
の
輸
入
が
容

易
と
な
っ
た
点
が
敗
因
と
な
り
ま
し
た
。

（
写
真：

北
海
道
木
材
化
学
株
式
会
社
）

そ
の
後
、
石
油
化
学
の
進
展
と
と
も
に
、

安
価
な
石
油
を
原
料
と
す
る
石
油
化
学
工

業
が
全
面
開
花
す
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
今
、
世
界
中
で
石
油
依
存
度
を
低

め
よ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
て
い

る
現
在
、
そ
れ
に
代
わ
る
技
術
を
本
当
に

開
発
し
実
用
化
し
よ
う
と
い
う
社
会
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
深
め
る
こ
と
に
、
わ
が
国
は

成
功
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

資
源
利
用
に
は
活
用
す
る
資
源
に
よ
り

メ
リ
ッ
ト
も
あ
れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。
石
油
に
依
存
し
な
い
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
効
率
性
の
低
さ
も
デ
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
受
容
す
る
こ
と
も
必
要
な
の

で
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
面
で
の
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
格
差
に
は
、
社
会

シ
ス
テ
ム
と
し
て
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

転
換
し
よ
う
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
深

さ
の
度
合
い
が
反
映
し
て
い
ま
す
。
太
陽

光
発
電
も
風
力
発
電
も
技
術
に
限
っ
て
言

え
ば
日
本
は
世
界
に
先
駆
け
た
一
日
の
長

が
あ
り
、
日
本
の
技
術
者
が
世
界
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
実
用
化
の
面
で
日

本
自
身
は
遅
れ
て
い
る
。
日
欧
で
は
、
温

暖
化
に
対
す
る
危
機
感
と
、
そ
れ
に
対
応

す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
整
備
と
い
う
面
で
格

段
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

目
先
の
効
率
性
に
眼
を
奪
わ
れ
て
い
る

現
実
を
直
視
し
、
長
い
ス
パ
ン
の
射
程
に

立
つ
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
場
所
で
、
そ
し
て
広
い
分
野

で
、
そ
う
し
た
議
論
が
深
め
ら
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
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変
容
す
る
幅
広
い
業
態
に
、

太
く
貫
か
れ
る
創
業
の
信
条

時
代
と
と
も
に
進
化
し
続
け
る
付
加
価
値
創
造
型
企
業

細
田
木
材
工
業
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
細
田
悌
治
氏

特集2 木質系バイオマスについて考える
木質系バイオマス研究の成果と課題

―先生がこの分野に進まれたのは？

子供の頃は、野球に夢中だったんですけど、化

学も根っから好きだったんです。小学校の近くに

実験器材の店があって、そこで器材を買ってきては

自前で石鹸を作ってみたり…。それに、父が東京深

川の木場の材木商で、木の町で育ちました。それで

林産化学を専攻しました。

―馬術をなさるんですか。（写真：研究室の壁にあった表彰状）

「昔取った杵柄」と言うんですか。大学時代にやっていて、長い

ブランクがあって、また始めたんですよ。今は週1回、乗っています。

当時、北大は馬術競技では日本一を争っていた。林産をやることと、

馬に乗ること。大学に入る前から、それだけは決めてた（笑）。ひょ

っとしてDNAのなせるわざかもしれない。先祖は旗本八万騎、騎兵

だったと聞いてます。あの頃北海道は、未開の可能性豊かな新天地

にも似たイメージでした。北大を選んだのには、そんなことも動機

になっていたと思います。

博物館の皆さんによろしくお伝え下さい。

―長い時間どうもありがとうございました。
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Ｗoody-Art HOSODAの文字が躍る、黄色の社屋正面

「
木
の
ま
ち
　
新
木
場
」を
拠
点
に
す
る

会
社
、
企
業
、
ス
ポ
ッ
ト
を
探
訪
す
る「
新

木
場
漫
歩
」。

今
回
の
訪
問
先
、
細
田
木
材
工
業
株
式

会
社
さ
ん
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
材
及
び
エ
ク
ス

テ
リ
ア
材
の
製
造
・
加
工
及
び
建
築
設
計
・

施
工
ま
で
を
一
貫
し
て
請
け
負
う
と
い
う

幅
広
い
業
態
と「
顔
」を
持
つ
会
社
で
す
。



ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
関
し
て
は
、㈲
泰
成
電
機

工
業
、ア
ル
プ
ス
化
学
産
業（
株
）と
う
ち
の
三

社
で
共
同
開
発
し
た『
パ
テ
ィ
オ
デ
ッ
キ
・
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
』を
主
力
商
品
と
し
て

展
開
し
て
い
ま
す
。こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す

る
限
り
で
は
ト
ッ
プ
を
自
任
し
て
い
ま
す
。」

―
松
下
電
器
に
お
ら
れ
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す

「
私
の
父
は
松
下
幸
之
助
氏
の
大
フ
ァ
ン
で
そ

の
縁
か
ど
う
か
、
私
も
大
学
卒
業
後
、
松
下
電

器（
現
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
）に
就
職
し
て
営
業
畑
を
中

心
に
6
年
半
ぐ
ら
い
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
駐
在
時
代
に
父
が
亡
く
な
り
、
呼
び
戻

さ
れ
て
細
田
に
入
り
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
に
行
っ

た
の
は
、
外
国
語
が
で
き
た
せ
い
で
海
外
セ
ク
シ

ョ
ン
に
い
た
か
ら
で
す
。
ド
イ
ツ
で
の
私
の
上
司

は
そ
の
後
、
松
下
の
副
社
長
、Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
の
社

長
で
活
躍
さ
れ
た
佐
久
間

二
氏
で
す
。
よ

く
叱
ら
れ
も
し
ま
し
た
が
、
人
た
る
も
の
の
基

本
、
仕
事
に
対
す
る
使
命
感
、
戦
略
的
な
考
え

方
な
ど
親
身
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
仕
事
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
と
の
技
術
提
携
の
お
返
し
に
、
ベ
ル
ギ
ー

の
片
田
舎
に
乾
電
池
工
場
を
作
る
こ
と
に
な

っ
て
、
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
販
売
拠
点
づ
く

り
で
し
た
。
社
命
は
『
必
ず
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

を
超
え
ろ
』。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
相
手
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
冠
た
る
大
メ
ー
カ
ー
の
フ
ィ
リ

ッ
プ
ス
で
す
…
け
っ
し
て
楽
な
ビ
ジ
ネ
ス
と

は
言
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
松

下
の
乾
電
池
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
シ
ェ
ア

ト
ッ
プ
に
つ
け
て
い
ま
す
。」

松
下
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
は
大
き
か
っ
た
。

松
下
で
の
経
験
は
私
の
原
点
に
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
ひ
と
つ
は
『
人
を

大
切
に
す
る
』
と
い
う
精
神
。
松
下
は
人
を

切
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
そ
の

時
仕
事
が
な
け
れ
ば
、
や
れ
る
仕
事
が
与
え

ら
れ
ま
す
。
営
業
研
修
を
受
け
て
い
る
頃
、

よ
く
社
屋
周
囲
の
草
む
し
り
を
や
ら
さ
れ
ま

し
た
。
ど
う
も
単
に
修
養
目
的
と
い
う
の
で

は
な
さ
そ
う
だ
と
。
そ
れ
が
、
そ
の
頃
は
誠

に
奇
異
に
思
え
た
も
の
で
す
。

教
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
ど
う
し
て
も
理
解
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
に
し
て
思
え

ば
、『
素
直
な
心
に
な
り
な
さ
い
』、『
モ
ノ
を
売

る
前
に
松
下
の
哲
学
を
売
り
な
さ
い
』と
い
う

の
も
、
あ
の
頃
は
解
っ
た
よ
う
で
い
て
、
じ
つ
は

よ
く
解
っ
て
い
な
か
っ
た（
笑
）。
今
は
、
こ
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
社
業
に
活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
側
の
用
途
を
知
り
尽
く
し
、そ
の

用
途
に
応
じ
た
ク
オ
リ
テ
ィ
の
製
品
を
お
届

け
す
る
。そ
の
た
め
に
、ま
ず
は
お
客
さ
ま
の

と
こ
ろ
に
出
向
い
て
自
分
か
ら
情
報
を
提
供

し
、ま
た
情
報
を
い
た
だ
い
て
く
る
。簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
そ
の
営
業
精
神
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
旗
の
三
色
は
、

赤
は
真
っ
赤
に
燃
え
る
営
業
、黄
色
は
安
全
と

生
産
性
の
向
上
、緑
は
安
心
し
て
働
け
る
職
場

と
営
業
支
援
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
せ
ま
し
た
。

今
は
大
変
な
経
済
情
勢
で
す
け
れ
ど
も
、こ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、本
物
が
見
え
て
く
る

時
だ
思
い
ま
す
。こ
の
厳
し
い
時
に
真
に
お
客

様
が
求
め
る
も
の
は
何
か
。本
物
の
需
要
が
見

え
て
く
る
は
ず
だ
か
ら
、そ
れ
を
探
し
に
い
く

ん
だ
と
社
員
と
は
話
し
て
い
ま
す
。」

物腰柔らかな細田悌治社長。

細田安治会長が叙勲を受けた旭日小綬賞

厳
し
い
時
代
こ
そ
、
真
の
ニ
ー
ズ
を

見
極
め
る
お
客
様
本
位
の
目
線
を

《
後
記
》

細
田
社
長
は
物
腰
柔
ら
か
な
方
で
す
。穏

や
か
な
口
調
に
お
人
柄
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
が
あ
っ
て
、さ
す
が
は
営
業
畑
を
長
く
歩

い
て
こ
ら
れ
た
方
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

幅
広
い
業
態
を
持
つ
細
田
木
材
工
業
さ

ん
の
社
歴
に
は
、
時
代
を
見
据
え
た
迅
速

な
決
断
と
意
欲
的
な
挑
戦
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
「
常
に
お
客
様
本
位
」
と
い
う

太
い
柱
が
変
わ
る
こ
と
な
く
貫
か
れ
て
い

る
こ
と
を
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
時
間
で

し
た
。
平
成
二
十
年
、
細
田
木
材
さ
ん
は

創
業
77
年
で
会
社
の
喜
寿
を
迎
え
、
秋
に

は
会
長
で
あ
る
お
兄
様
が
日
本
集
成
材
工

業
協
同
組
合
の
理
事
長
と
し
て
の
功
績
を

認
め
ら
れ
、
旭
日
小
綬
章
の
叙
勲
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

海
外
経
験
を
お
持
ち
で
語
学
に
堪
能
な

細
田
社
長
は
、
商
用
で
海
外
に
た
び
た
び

出
か
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
行
き
先
は
広

く
て
、
東
南
ア
ジ
ア
、
北
米
、
南
米
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
。
な
る
べ
く
会
社
の
若
い
人
を

伴
う
よ
う
に
し
て
い
る
と
お
聞
き
し
、
こ

こ
に
も
「
人
材
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う

精
神
が
活
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

目
下
の
目
標
の
一
つ
は
「
お
客
様
応
対

日
本
一
」
と
の
こ
と
で
す
。
玄
関
か
ら
事

務
所
に
入
っ
た
と
き
の
皆
さ
ん
の
明
る
く

爽
や
か
な
印
象
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
博
物
館
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
　

赤
石
和
義
）

「
乾
燥
工
場
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
木
材
業

に
か
け
る
父
の
信
条
か
ら
発
し
た
こ
と
で
す
。

木
材
の
人
工
乾
燥
は
木
材
の
用
途
に
応
じ
て

含
水
率
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
用
途
を
伺
わ
な
い
こ
と
に
は
乾
燥

処
理
は
始
ま
ら
な
い
。
父
は『
た
だ
モ
ノ
を
売

る
だ
け
で
は
仕
事
と
言
え
な
い
。
お
客
様
か

ら
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
に
し
て
売
る
こ
と
こ
そ

肝
心
だ
』と
言
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
単
に
木

を
売
っ
て
そ
れ
で
よ
し
と
す
る
の
で
な
く
、
お

客
様
が
そ
の
木
を
何
に
使
わ
れ
る
の
か
、
そ

の
用
途
を
知
っ
て
使
い
道
に
あ
っ
た
適
材
に

製
品
化
し
て
お
届
け
す
る
。
こ
の
父
の
創
業

の
信
条
が
、
い
ま
壁
に
掛
か
っ
て
い
る
額
に
見

え
る『
四
つ
の
信
条
』で
す
。
創
業
の
原
点
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
我
が
社
を

貫
く
憲
法
で
す
。」（「
信
条
」）

―
そ
の
後
た
く
さ
ん
の
業
態
に
挑
戦
さ
れ
て
い
ま
す

「
乾
燥
工
場
に
続
い
て
、
ラ
ワ
ン
、ア
ピ
ト
ン

材
の
製
材
、
加
工
を
始
め
イ
ン
チ
板
を
ア
メ
リ

カ
へ
輸
出
、
朝
鮮
特
需
む
け
の
加
工
品
を
手
が

け
ま
し
た
。
31
年
に
は〝
木
の
金
メ
ッ
キ
〞と
評

判
に
な
っ
た
ツ
キ
板
の
製
造
を
開
始
し
、
そ
の

ツ
キ
板
を
貼
っ
た
化
粧
合
板
工
場
、
化
粧
貼
り

の
集
成
材
工
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

今
ま
で
銘
木
の
厚
み
1
寸
の
板
が
1
枚
し

か
取
れ
な
か
っ
た
も
の
が
、
0
・
3
mm
の
ツ
キ
板

に
す
る
こ
と
に
よ
り
１
分
10
枚
突
き
な
ら
ば

1
0
0
枚
取
れ
る
。
家
具
に
す
れ
ば
、
一
個
し

か
出
来
な
い
が
、ツ
キ
板
に
す
れ
ば
1
0
0
個
出

来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
捨
て
ら
れ
て

い
た
短
尺
の
ツ
キ
板
も
、
横
張
り
の
化
粧
合
板

に
す
れ
ば
利
用
で
き
る
。
色
が
わ
り
の
部
分
は

着
色
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
一
の
色
合
い
が
で

る
。
限
ら
れ
た
天
然
の
木
材
に
加
工
、
塗
装
な

ど
の
付
加
価
値
を
つ
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

タ
モ
、
ナ
ラ
な
ど
の
特
殊
合
板
、
ケ
ヤ
キ
、

脂
松
貼
り
の
床
の
間
セ
ッ
ト
、
秋
田
杉
の
改

良
長
押
、
吉
野
檜
張
縁
甲
板
な
ど
が
代
表
的

な
製
品
で
し
た
。
高
度
成
長
も
手
伝
っ
て
こ

れ
ら
の
需
要
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
ラ
ワ

ン
材
の
全
盛
時
代
も
あ
り
木
材
業
は
比
較
的

に
い
い
時
代
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
然

し
、
そ
の
後
、
南
洋
材
は
社
会
的
コ
ス
ト
面

か
ら
も
難
し
く
な
っ
た
の
で
昭
和
56
年
、
ラ

ワ
ン
の
製
材
か
ら
は
撤
退
を
決
め
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
丸
太
が
全
面
禁
輸
に
な

る
以
前
の
こ
と
で
し
た
か
ら
、
決
め
た
の
は
こ
の
業

界
で
は
一
番
早
い
ほ
う
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

乾
燥
工
場
は
東
京
木
材
乾
燥
協
同
組
合
と

し
て
首
都
圏
唯
一
の
大
型
乾
燥
工
場
の
機
能

を
誇
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
に
熱
源

ボ
イ
ラ
ー
が
故
障
し
て
こ
れ
を
機
に
閉
鎖
い

た
し
ま
し
た
。

新
木
場
移
転
後
の
昭
和
52
年
、
集
成
材
お

よ
び
天
然
木
化
粧
合
板
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工
場

の
再
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
56
年
に
倉
庫
賃

貸
部
門
、
平
成
元
年
に
は
イ
ン
テ
リ
ア
事
業

本
部
を
開
設
し
て
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
中
心
と
し

た
イ
ン
テ
リ
ア
部
門
を
立
ち
上
げ
、
平
成
6

年
に
は
内
装
仕
上
げ
業
の
許
可
を
取
得
し
て
、

平
成
8
年
に
は
一
級
建
築
士
事
務
所
も
開
設
、

14
年
に
は
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
マ
ン
シ

ョ
ン
を
建
築
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
事
業
本
部
、
ウ

ッ
デ
イ
ホ
ー
ム
デ
ポ
事
業
本
部
を
平
成
14
、
15

年
に
そ
れ
ぞ
れ
立
ち
上
げ
エ
ク
ス
テ
リ
ア
、
リ

ホ
ー
ム
事
業
に
本
格
参
入
し
ま
し
た
。

木
材
製
品
分
野
と
し
て
、フ
ロ
ア
ー
、デ
ッ
キ
、

集
成
材
、
内
装
造
作
材
、
天
然
木
化
粧
合
板
。

木
材
加
工
分
野
で
は
モ
ー
ル
ダ
ー
、
Ｎ
Ｃ
ル
ー

タ
ー
な
ど
に
よ
る
高
度
切
削
、
集
成
材
加
工

か
ら
塗
装
、
家
具
リ
ホ
ー
ム
ま
で
。
木
材
施
工

分
野
で
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
、
内
装

施
工
ま
で
。
つ
ま
り
製
造
・
加
工
・
塗
装
・
建

築
・
設
計
・
施
工
の
分
野
を
一
貫
す
る
技
術
を

持
っ
た
総
合
企
業
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

時
代
に
先
駆
け
進
化
、

変
容
す
る
業
態

いらっしゃいませ！笑顔いっぱいの正面カウンター 瀟洒なオブジェでレイアウトされた玄関ロビー、商品サンプルの展示も兼ねている。

―
人
工
乾
燥
工
場
は
、
当
時
と
し
て
は
他
に
先
駆

け
た
試
み
で
す
よ
ね
。
博
物
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
あ

る
丸
太
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
、
細
田
木
材
工
業
さ
ん
に
乾

燥
処
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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細田木材工業株式会社のロゴマーク
壁にかかる細田木材工業株

式会社の「信条」



館内探訪 

Q&A
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〒136-8405　東京都江東区新木場一丁目7番22号（新木場タワー） 
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木と合板　第4号　2009年3月1日発行　定価：525円（消費税込） 

木材・合板博物館のご案内 

東京メトロ有楽町線 
JR京葉線 
東京りんかい高速鉄道 

アクセス 

開館時間 

休 館 日 
＊都合により開館日・時間を変更することがあります 
＊幼児および小学生の入館には、保護者のつきそいが必要です。 
＊団体での見学は事前にお申し込みください。 

より徒歩7分 

よりバス 
②のりば／木11甲・木11折返 

より徒歩1分 

東京メトロ東西線 東陽町駅 

毎週月曜日、火曜日、祝日　年末年始 

午前10：00より午後5：00まで（入館は閉館30分前まで）入館無料 

「木工教室」などさまざまなイベントを企画しております。 
事務局へお問い合せ又はホームページをご覧ください。 

新木場駅 
新木場駅 
新木場駅 

新木場一丁目バス停 

ありさとまきの 

博物館スタッフ 

どんなところに使われていますか？ 

Vol.4 LVLLVLLVL

LVLってなんですか？ 

博物館の展示品についてのさまざまな疑問に答えます。第4回
は博物館展示にも多用されている材料LVL合板です。 

どんな樹種を使用しますか？ 

LVLは、「Laminated Veneer Lumber」で、単板を接着し
たランバー＝単板積層材です。ランバーは柱や梁のように細
長い部材として用いられる軸材料です。同じ単板で作る合板
は、代表的な面材料です。LVLは合板と違って単板を繊維の
方向を互いに平行に積層接着して作ります。接着剤の耐水性、
樹種、単板の継ぎ方などによって、構造用・造作用に分けら
れます。 

A

A

1Q

2Q

3Q

A

4Q

A

5Q

A

6Q

A

構造用LVLの用途は、木造建築物の耐力部材として用いられ、
軸組構法住宅における土台、床根太、まぐさなどの小断面・
中断面構造材があります。住宅以外の建築物としては、多目
的施設である大型ドーム、室内競技場、コンサートホール、
校舎、体育館、工場、倉庫、店舗、木造橋梁等大型建築物に多
く用いられる大断面構造材として需要も拡大しつつあります。 
　造作用LVLの用途は、造作材、建具、家具、楽器などの芯
材や化粧材、パネル、ドア
の枠材等に使用されていま
す。建築用材としては、マ
ンションの間仕切り下地材
や木造住宅の間柱他、階段
部材に利用されています。 

いつから作られるようになったのですか？ 

昭和40年に平行合板として生産が開始されました。 

合板とは違いますか？ 

合板は繊維の方向を90度変
えて貼り合わせますが、
LVLは繊維の方向をそろえ
て貼りあわせます。 

博物館の中では使われているのですか？ 

展示パネルの柱に使用され
ています。また展示物の目
玉の一つウッドアース(地
球儀)もLVLです。 

どんな特徴がありますか？ 

①寸法安定性、精度が極めて高い製品です。 
②長尺通直材が得られます。 
③軽量で品質の安定した製品が得られます。 
④製品が十分に乾燥されています。 
⑤用途に応じてどのような厚さでも製造可能です。 
⑥防腐、防虫、防火などの薬剤処理が容易です。 

A
7Q

樹種は選びませんが、我が国で製造されているＬＶＬでは
針葉樹材のスギ、ラジアータパイン、オウシュウアカマツ
などです。輸入製品では、北米の針葉樹材、中国のポプラ
などが主なものです。 

（長谷川麻紀） 

新木場タワー3・4F

工場の天井にLVLの梁が使われています 

館内展示室にもたくさんのLVLが使われています 
柱もLVLです 

貼り合わされる前の状態のLVLです 

◎
特
集
１

「
木
と
合
板
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
紹
介

◎
特
集
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木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
考
え
る

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
へ

問
わ
れ
る
社
会
コ
ン
セ
ン
サ
ス

志
水
一
允
教
授
に
聞
く
「
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
の
成
果
と
課
題
」

◎
新
木
場
漫
歩

時
代
と
と
も
に
進
化
し
続
け
る

付
加
価
値
創
造
型
企
業

◎
博
物
館
ス
タ
ッ
フ
の
館
内
探
訪




